
社会的卵子凍結

メリット
• 妊娠の可能性の維持
• ライフプランの柔軟性確保
• 加齢によるリスクの軽減

当院での対応
1. 初回カウンセリング
    ：詳細な説明と理解確認
1. 検査と準備：AMH検査、感染症検査
2. 採卵と凍結：適切な時期に実施
3. 保存期間管理：定期的な状況確認

デメリット
• 高額な費用（保険適用外）
• 成功率の不確実性
• 身体的リスク

イメージ図解

相談をお考えの方はまずはお問い合わせください

詳細は日本産科婦人科学会の「ノンメディカルな卵子凍結を
お考えの方へ」をご参照ください。

メリットが最も得られるのは
20歳代です。

https://www.jsog.or.jp/medical/865/
https://www.jsog.or.jp/medical/865/

